
 

 

 
 

職員インタビュー 

「国立市で働くって、どうですか︖」 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

①出身地 
②これまでの経歴 
③趣味、好きなこと 
④その他 

人 物 紹 介 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①東京都三鷹市 
②昭和 54年国立市入職 
 約 12 年間在職した後、民間企業に転職。 
 平成 29年に副市長に就任し、約 25年の 
時を経て、国立市へ戻ってきました。 

竹内 光博（副市長） 
平成 29 年 4月 1日就任 

 

赤尾 政則 
（職員課 課長補佐） 

平成 22 年度入職（11年目） 

 

大西 瑞穂  
（課税課 諸税担当係長） 
平成 21 年度入職（12年目） 

 

鈴木 歩  
（市長室 主任） 

平成 23 年度入職（10年目） 

 

石川 隆一朗 
（福祉総務課 主任） 

平成 25 年度入職（8年目） 

 

岩﨑 慶太 
（環境政策課 主事） 

令和 2年度入職（1年目） 

 

薗部 江里香  
（情報管理課 主事） 

令和 2年度入職（1年目） 

 

①埼玉県 
②民間企業に約１年勤務した後、国立市へ 
転職。現職場は５部署目。 

③サッカーJリーグ浦和レッズのサポーター。 
「試合のある日は定時退庁︕」 

①香川県 
②大学進学の際に上京して、 
転職で入職。現職場は３部署目。 

④３年前に係長に昇任。家庭と仕事の両立を 
目指し、日々奮闘中。 

①秋田県出身、福島県育ち 
②新卒で国立市に入職。 
 図書館に６年間勤務後、現部署へ異動。 
③趣味はカメラ。お笑いも好き。学生時代は 
落語研究会に所属していた。 

①山梨県 
②新卒で国立市に入職。 
 現在３部署目でｹｰｽﾜｰｶｰをしている。その前は、
社会福祉協議会へ出向していた。 

③猫が大好き。飼えないので探して戯れている。 

①千葉県白井市 
②今年度入職したばかり。 
 前職は社団法人に勤務していた。 
③キャンプとカメラが趣味。 
④本日は少し緊張しております。 

①東京都練馬区 
②民間企業に２社勤めた後 
 市役所に転職。今年度入職したばかり。 
③アクティブな趣味が多く、冬はスノーボード、 
 夏には海へ。サーフィンも始めました。 



 

 

 
なぜ公務員︖なぜ国立市︖ 

 
――まず、皆さんが公務員になろうと思った 
理由を教えてください。 

 
石川︓自分は新卒で国立市に入職しました。 
   将来就く仕事について、“民間企業”か“公務員”

かという選択肢を考えたときに、民間企業で会
社に愛着をもち、会社の利益のために働くとい
う考え方が、自分にはしっくり来ませんでした。 

   人と人との繋がりを大切に、直接「ありがとう」
と言ったり言われたりしながら、一緒にまちづ
くりをしていきたいと考え、国立市を受験しま
した。ちなみに国立市しか受験していません。 

一同︓（驚き） 
石川︓小さい頃に家族で訪れた際に、田舎育ちの自分

から見ても自然豊かな環境があり、惹かれまし
た。受験前には市内を歩き回り、市民の方へ直
接お話を聞いたりしました。併願しなかった分、
必死でしたね（笑） 

赤尾︓背水の陣︕受験生にとってはプレッシャーにな
っちゃうかも（笑）同じく新卒で入職した鈴木
さんはいかがですか︖ 

鈴木︓私の場合は、大学時代、周囲には公務員志望の
学生が多い学部だったのですが、自分自身はあ
まり公務員になるイメージがありませんでし
た。人が生きていく中で不可欠な「衣食住」に
関わる仕事がしたいと思いながら、民間企業へ
の就職を考えていました。 

   しかし、就職活動をしていく中で、大学で学ん
できた「行政」や「まちづくり」ができる仕事
は、やっぱり公務員なのかな︖と思うようにな
り、受験を決めました。 

   ただ、大学で受けた「適職検査」では、なんと
「地方公務員」が最下位という結果だったんで
す︕私、もしかして向いてないのかな︖と思い
ながらも、縁あって入職することができました。 

 
――民間企業から転職した方はいかがですか。 
 

薗部︓私は民間企業に２社、計６年勤めてから転職し
てきました。お客様と接することは好きだった
のですが、今後の自分のライフステージを考え
たときに、ワークライフバランス実現という観
点から、公務員を意識するようになりました。
鈴木さんと同じく、生活から切り離すことので
きない「衣食住」に関わる仕事をしたいという
思いもありました。 

   国立市は、学生時代に友人が住んでいたので何
度か訪れたことがあり、フランスを彷彿とさせ
る、景観の保たれた街並みに感動したことが受
験のきっかけとなりました。一方で、谷保地域
など自然豊かな地域もあり、小さな市の中に
様々な面があることに魅力を感じています。 

大西︓私は大学時代にデザインを学んでいました。デ
ザイン関係の仕事に関わっていたこともあっ
たのですが、もともと興味のあった「まちづく
り」をするためには、やはり基礎自治体なのか
と思い至り、受験することにしました。もとも
と少し滞在していた経験があったり、大学のゼ
ミの先生が国立市民だったり、国立市には何か
と縁を感じています。 

赤尾︓国立市を褒めてもらえると、なんだか嬉しい（笑）
自分の場合は、大学時代、周囲では産業界を目
指している友人が多く、自分自身も公務員とい
う選択肢はありませんでした。当時から人の役
に立ちたいという思いがあり、営業職として民
間企業に勤めていました。しかし、実際に働く
中で、お客様のための営業活動ではなく、自分
のノルマのための営業活動をしてしまってい
ることに気付き、自分のやりたい仕事と違う気
がして、ダイレクトに人の役に立つ仕事を志し、
公務員への転職を決めました。国立市の大学に
通っていたことと、受験を考えたときにちょう
ど国立市が募集をしていたことから、縁あって
入職することができました。 

岩﨑︓私は、前職では社団法人に勤めていました。環
境省からの仕事を請け負って、環境保全に関わ
る仕事をしていました。ワークライフバランス
という意味では恵まれている職場だったので
すが、環境保全について計画から携わりたいと
いう思いがあり、基礎自治体での仕事を考えて、
国立市を受験しました。



 

 

 
イメージと違ったこと 

 
――実際に働いてみて、イメージと違ったことな
どありましたか︖ 

 
大西︓公務員は「変化がない業務」という印象があり

ました。そのイメージを覆す出来事となったの
が、数年前に参加した、プロジェクトチームと
しての活動です。市に積み立てられている基金
をどのように活用するかを検討するものだっ
たのですが、若手職員で組織されたチームに検
討が一任され、私たちが提案した事業が政策と
して実現するという経験をしました。若手のう
ちから何かを任せてもらえることや、新しい提
案を発言できるということは予想外でした。 

薗部︓私は柔軟な組織風土が意外でした。公務員って、
もっとルールでガチガチというイメージがあ
ったので。あとは、部署ごとにすごく独立して
いる印象です。隣に位置する部署でも全く別の
仕事をしているので、もし異動することになっ
たら、転職するくらい違う仕事が経験できるの
だろうと思います。 

岩﨑︓自分も、部署が違うと「別の会社」というくら
いの印象で不思議に思っています。自分が入職
して間もないこともあり、他部署の方とは少し
距離を感じてしまうこともあります。 

鈴木︓部署が変わると環境が全然違うのはその通りで
す。特に私は、出先（図書館）から本庁への異
動だったので、環境がガラッと変わりました。
はじめは戸惑うことも多かったですが、今は他
部署の方からも話しかけていただけたりアド
バイスをいただけたりすることもあり、助かっ
ています。おふたりとは逆の回答になりますが、
業務は独立していても、部署を越えた仲間意識
があると感じられることが、イメージと違った
部分ですね。 

赤尾︓たしかに薗部さんと岩﨑さんのように入職直後
だと壁を感じることもあるかもしれないです
ね。もう少し経つと、鈴木さんのように感じる
ようになるかも。 

 

 
プロジェクトチームとは︖    
市役所の仕事の中には、ひとつの部署だけ

で対応することの難しい「横断的課題」も存
在します。 
このような場合、部署を横断して集まった

職員でプロジェクトチーム(PT)を組織し、多
角的な視点から課題解決のための企画や調
査を行います。 
これまでも、少子化対策 PT、企業誘致推進

PT 等、様々な場面で PT による検討を行い、
市政に反映させてきました。 
PT メンバーが公募される場合には、自分

が興味のある業務に携わることのできるチ
ャンス︕特に若手職員には、自部署以外の業
務を経験できる貴重な機会となります。 

 
鈴木︓働き方についてもイメージと違いました。公務

員は「土日休み」「５時に帰る」と思っていたと
ころ、私がはじめに配属になったのがシフト勤
務のある図書館だったので、いきなりイメージ
が崩れました。 

石川︓自分は、入職して「子ども家庭部 保育幼稚園係」
に配属されるという辞令を受けたときは、保育
園で子どもと会話しながら笑っているイメー
ジが頭に浮かんだのですが…(笑)実際にはかな
りハードな事務を経験することになりました。
とても辛かったですが、この時に市役所のひと
通りの事務を学ぶことができ、今ではとても感
謝しています。 

岩﨑︓私は事務職での入職ですが、現場での仕事が多
いことに驚きました。今日も公園の地下で作業
をして噴水を出すという仕事をして来ました。 

一同︓市役所にそんな仕事があるなんて知らなかっ
た︕ 

 
職場での人間関係・昇任制度 

 
――他部署とのつながりという話題が出ました
が、全体的な人間関係はいかがですか。 

 
鈴木︓現在は課の人数が少ないこともあり、仕事だけ

ではなくプライベートの話もできる関係が築
けていると感じます。職場外でも、共通の職員
を介して他部署の職員と BBQ に行ったりした
こともあります。



 

 

   他市の職員と話した際には、「国立市は仲が良
い」「アットホーム」と言われました。大きな自
治体だと職員同士で顔も知らないケースが珍
しくないようですが、国立市では信じられない
です︕ 

赤尾︓私は上司との距離が近いと感じています。若い
職員でも部長に直接話を持ち掛けたりできる
のは、国立市のような小さな組織ならではです
ね。 

薗部︓同感です。私は前職からの習慣で、上司にお話
をするときは周到に準備をしなくてはと身構
えていたのですが、現実にはそこまでかしこま
らず話すことができています。 

副市長︓僕がいた 30 年前の市役所と今とでは全然違
って、組織がフラットになったね。例えば、当
時は部長と主事職員との間にはもっと距離が
あったと思う。それから、国立市の特徴は、若
くして昇任して責任あるポジションに就ける
こと。やりたいと思って、それだけの実力を持
っていて、やり遂げられる人がチームのリーダ
ーになれることは本当に重要なんだと思う。 

 
国立市の昇任制度    
国立市では、赤尾課長補佐や大西係長のよ

うに、若くして役職者として活躍している職
員が増えています。 
優秀でやる気のある職員が活躍できるよ

う環境を整え、組織の活性化を推進していま
す。制度の詳細は募集要項に記載しています。 
 

 
仕事の内容・やりがい 

 
――現在の仕事内容や、やりがいについて 
教えてください。 

 
大西︓課税課の仕事は、正しく行って当然という業務

です。私が窓口で接する市民は、何かしら困っ
たことがあり来庁されている方々です。税の話
をしながら、背景にどんな問題が隠れているの
か考え、必要に応じて他部署につなぐこともあ
ります。課税の業務自体と、そのように市民の
生活課題の解決に役立てることがあると、やり
がいを感じます。 

 
 

鈴木︓私の配属されている秘書係は、理事者（市長・
副市長）のスケジュール管理が主な業務なので、
おふたりの予定が滞りなく進むように調整し
ています。市民の方から直接お電話を受ける機
会もあるのですが、どうしてもご要望に応えら
れないケースもあります。そのようなときには、
すべては叶えられずとも、極力ご意向に沿った
対応ができるよう考えて、代替案等をご案内し
ています。後日お礼の連絡をいただいたりする
と、「お役に立てたかな︖」と嬉しい気持ちにな
ります。 

石川︓自分は昨年度まで社会福祉協議会へ派遣で行か
せていただいていました。その際、地域の方々
との距離がとても近く、市民と一緒になって問
題を解決していくような仕事が多く、とてもや
りがいを感じることができた３年間で、自分が
公務員としてやりたかったことを再認識する
きっかけになりました。今年度市役所へ帰任し、
今は生活保護のケースワーカーとして、困って
いる市民の課題解決の役に立てることにやり
がいを感じ、モチベーションを高く日々の業務
に取り組むことができています。 

副市長︓ケースワーカーの仕事は、ものすごく深いよ
ね。２つとして同じケースは存在しないところ、
自分の頭で色んな制度を駆使して組み立てて。
それで住民が喜んでくれることがあれば、それ
はやりがいを感じられることだと思う。 

石川︓派遣で外に出していただいたことで、国立市役
所のことを客観的に見ることができるように
なったというのも感じます。良いところはその
まま伸ばし、課題はできることから解決の糸口
を見つけていく。今まで気づけなかったことに
たくさん気付けるようになり、本当に良い経験
ができたと思っています。 

 
職員派遣とは︖    
国立市役所の職員を、他の機関や国・都・

自治体へ派遣する制度があります。人事交流
を目的としたものや、被災地派遣など、目的
や行先は様々です。 
国立市を代表して派遣された職員が、派遣

先で習得した知識や経験を取り入れ、国立市
の行政運営に活かしています。 
 



 

 

赤尾︓自分は厚生労働省に派遣に出ていた経験があり
ます。帰任後は児童青少年課に配属となり、窓
口で人と話せることがうれしかったですね。業
務は忙しかったですが、市民と話しながら問題
解決していくところにやりがいを感じていま
した。また、保育園の誘致など、なかなか出来
ない経験ができました。その際は反対意見も多
く、心が折れそうになったこともありましたが、
やり遂げた際の達成感は格別でした。 

副市長︓例えば、公共施設の設置にあたっても周辺の
住民の方々から不安の声や反対の意見をいた
だいたりする。しかし、丁寧な話し合いを続け
て、最終的には理解をいただくことができる。
今でも、当時の方々とお会いすると、ある種の
共感や信頼を感じたりする。うれしいですね。
こういうことが体験として積み重なっていく
んだよね。苦労しただけのものが後から返って
きて、ここにある種の喜びを感じることができ
る。無駄になる仕事はひとつも無くて、みんな
試行錯誤しているのは成長の過程なんだよね。   

赤尾︓現在の職員課での業務は、直接市民と関わるも
のではありませんが、職員の仕事やその家族の
生活を支える基盤となる、波及効果の大きな仕
事だと思っています。自分の仕事の先に何があ
るかを意識すると、やりがいを感じやすくなる
と思っています。 
今年入職したおふたりはいかがですか︖ 

岩﨑︓生き物が好きなので、仕事で外に出て、自然と
触れられることが楽しくて仕方ないです。   
また、自分がした仕事によって市民が楽しんで
いる姿を見られると本当にうれしいですね。先
ほどお話しした通り、今日も、自分の出した噴
水で子供が遊んでいるのを見ることができま
した。 

薗部︓私は文書法制係で議会事務に係る書類作成を担
当しています。入職直後から他課や管理職の方
とやりとりする機会が多く、緊張しましたが、
徐々に慣れてきました。内部管理の仕事は、や
りがいを感じにくいと思われがちですが、自分
にできることは何かを常に考えています。たと
えば、他の部署の方にお話を持って行く際には、
内容を整理してから伺うなど、きちんと準備す

ることを心掛けています。業務が円滑に進むこ
とが、最終的には市民の役に立つことだと思う
ので、そのために自分ができることを意識して
います。 

副市長︓市役所の仕事はこれからの時代、ますます社
会の根幹的で中心的な仕事になっていくと思
う。生活者の暮らしに一番近いところで仕事が
できるなんて、やりがいにあふれているよね。
民間企業に 25 年間勤めてから市役所に戻って
きて、やっぱりこんなに素晴らしい仕事はない
って改めて思うよ。それに、色んな人と関わる
中で、自分の人間性が高まるよね。そういう意
味では常に人間修養の場にいると感じるよね。  

 
ワークライフバランス 

 
――ワークライフバランスについても聞いて 
みたいです。 

 
大西︓係長に昇任した時期と出産の時期が重なり、家

庭と仕事をどのように両立していくべきか、い
つも考えています。同時に、自分が公務員とし
てやりたいことを考え直す機会になっていて、
初心に戻る必要も感じています。 

赤尾︓初心に戻るという意味では、今回、入職された
ばかりの職員と話す場となりましたが、薗部さ
んはどのように感じていますか︖ 

薗部︓私の持つ印象としては、課内の業務でも、担当
分けがハッキリされていると感じます。分業さ
れすぎると、負担が偏ったり、休みがとりにく
くなったりするのかな︖と、思います。 

鈴木︓そうですね。隣の係が忙しそうにしているから
手伝いたいと思っても、業務の権限がなかった
りして、私自身ももどかしい思いをしたことが
あります。 

大西︓こういった様々な意見を取り入れることで、み
んなが働きやすい環境がつくられていくと思
います。職員の年齢構成や男女比率も変化して
いて、子育てをしながら組織の中核を担う職員
も増えています。色々なバックグラウンドを持
つ方に入職していただいて、どんどん新しいア
イデアを取り入れられるといいと思います。



 

 

ワークライフバランスへの取り組み    
国立市では、誰もが働きやすい職場づくりのため、様々な取り組みを推進しています。 

 
 
 
 
 
 
  
おわりに 受験生へのメッセージ 

 
――受験生へのメッセージをお願いします。 

 
赤尾︓小さい国立市だからこそ、市民とダイレクトに

接しながら、幅広くダイナミックに、そして「オ
ールくにたち」で仕事ができます︕ 
「人の役に立つ」ことを文字どおりに実現でき
る職場です。熱意のある皆様のご応募をお待ち
しています。 

大西︓様々な人と接する機会の多い職員自身が色々な
経験や環境にあることで、最善の仕事ができる
と思っています。ぜひ、みなさんの経験を生か
してください︕ 

鈴木︓国立市はちいさな街ですが、幅広い分野の業務
に携われます。他部署の職員と連携できるアッ
トホームな環境です。一緒にお仕事ができるの
を楽しみにしています︕

 
 
石川︓国立市は小さい規模の自治体ですが、それゆえ

市民との距離が近く、熱い志を持った職員がた
くさんいます。私たちと一緒に充実した職業人
生を送りませんか︖ぜひ、お待ちしております。 

岩﨑︓地方公務員は、市民の方と近い距離で仕事がで
きる分、自分の仕事が市民の方のお役に立てて
いる、と実感できる機会が多くあります。大変
なこともありますが、とてもやりがいのある仕
事です︕一緒にがんばりましょう︕ 

薗部︓仕事はやってみないと分からないことも多いで
すが、私たちの仕事は全て市民の方に繋がると
思いますので、今思い描くご自身の思いを全力
で伝えられるよう、ご体調には気を付けて笑顔
でチャレンジしてください。一緒に働ける日を
楽しみにしています。

●時間外勤務削減● 
職員の健康維持のため、時間外勤務
の削減を推進しています。各種取組
の結果、この数年で時間外勤務時間
数は連続で減少しています。 
 

●男性職員の育休取得推進● 
すべての職員が家庭と仕事を両立
して生き生きと働くことができる
よう、組織全体で、子育て世代の職
員をサポートしていきます。 
 

●女性活躍推進● 
性別に関わらず誰もが能力を発揮
して活躍できる職場づくりを推進
しています。ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに基づき継
続的に検討を進めています。 



 

 

●　石　川　● ●　岩　﨑　● ●　薗　部　●
8:30

メール・掲示板チェック、本日の予定確認
9:00

大学通り緑地帯の維持管理作業
（草刈、花植え、樹木の生育状況

確認等）

昼休憩（同期とランチ）
13:00

業者に大学通り樹木の剪定を依頼13:30

14:00

12:00

公園利用申請者への許可証発行業務
14:30

15:00

昼休憩 昼休憩

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

苦情対応
（公園のごみ回収・樹木剪定・

草刈等）

例規作成・作成文書確認

例規読み合わせ

17:00
メールチェック・翌日準備

17:15

15:30

16:00
他課依頼の物品請求書処理・データ入力

16:30

本日の予定確認・メールチェック

窓口・電話対応・事務処理

窓口対応・電話対応・事務処理
（生活保護費支給のための処理）

ケース記録・調書作成事務
（時間外へ続く・・・）

議会関係案件一覧作成

契約関係決裁書作成

明日以降の予定確認

利用者様との面談

市民を交えてイベントに関する会議

メール・掲示板・回覧チェック、本日の予定確認

請求書処理

議会関係決裁書等作成

郵送文書の収受・仕分け

庶務（備品発注等）

メールチェック

会議の会場設営

会場設営（理事者への来客）

理事者の予定の調整

理事者と明日の予定確認
配車依頼

議会関係資料の突合
メールチェック

理事者への来客対応

女性WGミーティング

理事者の予定に必要な資料作成

●　赤　尾　● ●　大　西　●
メールチェック、理事者と本日の予定確認

東京都市長会からの調査回答資料作成

栄典・表彰事務

業者との打ち合わせ（国立新書）

庁内職員との会議（書記）

昼休憩（至福のひと時）

1日のスケジュール組み立て、メール等のチェック

他市町村からの調査回答の作成

課税関係実態調査

昼の窓口当番

昼休憩

課税内容調査回答

17:00
メールチェック・対応

17:15

課税資料入力・確認作業

メールチェック・翌日準備

15:30

他課からの依頼事項（人件費決算関係）の対応16:00

16:30
採用面接についての事前打ち合わせ

13:30

14:00

東京都からの調査回答
14:30

15:00

12:00
昼休憩（自席で出前）

13:00

決裁・合議

職員給与支払い関係事務

●　鈴　木　●

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

8:30

職員課分・
新型コロナウイルス対応の振り返り

窓
口
に
て
税
関
係
証
明
書
発
行
・
相
談
業
務

おまけ １日のスケジュール 
 
――職員はどのように１日を過ごしているのでしょうか︖ 
  今回お話を聞いた職員に、「ある日のタイムスケジュール」を聞いてみました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


